
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
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平成 5 年 

ンボルマーク 

市

立
野
里
小

学
校

一l

ー
ミ
三

＞
一
木一
一1
～
一
・1

ン

・
？
 

町
裁
」鴬
舞
百
十
余
年
の
歴
史
を
閉
じる
 

（
関
連記
事
ニ
、
三
頁
）
 

ー
 
回
剛

、‘
、
．
 

＼
 

』
 

野
里
小
学
校
（
大
正
＋
年
卒
業
記
念）
 

松
野
木
小
学
校
（
昭
和
二
年
卒
業
記
念
）
 

前月比 

(+14) 
(-4) 

人口と世帯 

8
0
8
ワ
］
 

4
‘
。
J
 
つJ
 
o
J
 

ハb
 
ワ
］
。J
 
に
J
 

マJ
<
b
 
o
J
 
(
h
U
 

?
]
?
]

H
●
 1
 

	

49 938 	(+10) 

	

数 16 592 	(+5) 
(2月28ロ現在 住民基本台帳） 

男
女
計

世
 

数
 

帯
 

シンボルマーヲ

里子 市市
里

三L --v
会守主丘ム、

松 並L

校 野 野
--、 木 里大
正 寸、寸、
十
年 学学
卒

1ii 

業 校校
手口玉

と
じ

言己
，，zC』、 百 ん

で
〈

十
だ
さ
L、
。

松
メノ』今、~ き

里子

つ

と

木
年

あ、

f生

守主主丘二、

の
立
ち

ヰ支

ま

歴
す。

( 

昭
和

史

年
を

卒
業

閉
~c 
，芯o.. じ

る

人口と世帯
前月比

3.15 
男 23，648 (+14) 
女 26，290 (-4) 

計 49 ，938 (+10) 

世 帯 数 16 ，592 (+5) 

( 2月28日現在住民基本台帳)
No，779 
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長橋地区の、市立野里小学校（山

内卓司校長 児童数126人）と、市立

松野木小学校（ー戸英昭校長 児童

数50人）の両校が、共に児童数の減

少と校舎の老朽化のため、 3 月末日

を」2Iってその長い歴史を閉じること

となり、 3 月 6日、両校の閉校式が’ 

行われました。 

ぱい残し 

なります 

「賛珠のすそにはぐくめる、父祖の 

のこせしこのたから一。」 
最後の校歌をうたう。 

土岐芳章さん 
(42歳） 

野里小学校 

PTA会長 

2
 

平成 5年 3 月15日 

野里小学校 

野
里
小
学
校
は
、
明
治
九
年
創

立
で
百
十
六
年
、
松
野
木
小
学
校

は
明
治
十
一
年
創
立
で
百
十
四
年

の
歳
月
を
経
て
き
ま
し
た
が
、
四

月
一
日
よ
り
、
両
校
統
合
の
新
生
 

「長
橋
小
学
校
」
と
し
て
出
発
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

閉
校
式
で
の
佐
々
木
市
長
は
、
 

「教
育
は
百
年
の
大
計
で
あ
り
、
 

街
づ
く
り
は
人
づ
く
り
そ
の
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
見

据
え
た
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
、
 

明
日
の
郷
土
を
担
う
、
心
豊
か
な

人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
式
 
 

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
歴
代
校
長
等
、
両
校

に
尽
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。
 

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

野
里
小
学
校
 

▽
歴
代
校
長
 
土
岐周
蔵
、
瓜
田

昌
一
、
開
米
久
雄
、
平
塚
邦
夫
、
 

渋
川
正
義
、
松
橋
伴
幸
、
山
内
卓

司
 

▽
歴
代
P
T
A会
長
 
工
藤
友
衛
、
 

小
田
桐
政
吉
、
高
橋
義
雄
、
工
藤

賢
一
、
土
岐
文
昭
、
須
藤
可
、
前
 
 

田
文
弘
、
石
岡
広
、
松
野
昇
、
土

岐
芳
章
 

▽
学
校
医
 
永
田
紀
四
郎
 

▽
学
校
歯
科
医
 
飛
島
慶
治

▽
学
校
薬
剤
師
 
一
戸
範
彦

▽
永
年
勤
続
者
 
小
田
桐
安
昭
、
 

坂
本
源
作
、
若
松
陽
子
、
松
山
良

子
、
一
戸
ュ
キ
ェ
、
伊
藤
千
鶴
子
、
 

葛
西
悦
子
 

松
野
木
小
学
校
 

▽
歴
代
校
長
 
白
戸
良
徳
、
白
川

治
三
郎
、
櫛
引
清
、
大
沢
寿
夫
、
 

赤
田
五
郎
、
藤
丸
勝
美
、
太
田
正

己
、
夏
坂
松
夫
、
 一
戸
英
昭
 

●

閉
校
に
あ
た
っ
て

思
い
出
な
ど
を
ー
。
 

私
が
こ
e
小
学
校
を
卒
業
し

た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
の
父
も
卒

業
し
ま
し
た
。
今
、
娘
と
息
子

の
二
人
が
在
学
し
て
い
る
ん
で

す
が
、
や
は
り
大
き
な
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
、
プ
ー
ル
が
無
い
こ
と

は
、
不
自
由
な
こ
と
で
し
た
。
 

私
の
小
学
校
時
代
も
、
運
動
会

と
い
え
ば
、
長
橋
由
字
校
（
現

在
は
五
二
中
）
跡
地
ま
で
行
っ
 
 

▽
歴
代
P
T
A
会
長
 
太
田
秀男
、
 

長
尾
良
治
、
長
尾
芳
彦
、
斎
藤
晃
、
 

長
尾
充
、
清
野
祐
治
 

▽
学
校
医
 
佐
藤
実
 

▽
学
校
歯
科
医
 
田
附
敏
良
 

▽
 
“
 

平
山
雅
人
 

▽
学
校
薬
剤
師
 
一
戸
範
彦
 

▽
永
年
勤
続
者
 
金
山
洋
子
、
佐

々
木
巌
、
土
岐
千
鶴
子
、
永
田
友

子
、
山
口
道
子
、
原
子
健
治
、
葛

西
孝
子
、
片
岡
幹
夫
、
三
橋
実
 

た
も
の
で
す
。
 

私
の
小
学
校
時
代
は
、
畠
づ

く
り
が
盛
ん
で
、
カ
ボ
チ
ャ
と

か
、
い
も
な
ど
を
作
り
ま
し
た

よ
。
校
舎
の
床
も
、
こ
ぬ
か
で
、
 

磨
き
ま
し
た
。
今
も
ピ
カ
ピ
カ

な
の
で
、
あ

、
昔
の
ま
ま
だ
、
 

と
、
学
校
へ
行
く
度
な
つ
か
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
 

今
、
新
し
い
学
校
に
な
る
に

当
っ
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
子
供
達

が
、
み
ん
な
仲
よ
く
、
伸
び
伸

び
と
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。
 、

ら
、
、
・
り
、、

」
．、
、・
 

,
 

長橋地区の、市立野里小学校(山

内卓司校長児童数126人)と 、市立

松野木小学校(一戸英昭校長 児童

数50人)の両校が、共に児童数の減

少と校舎の老朽化のため、 3月末日

を以 ってその長い歴史を閉じること

となり、 3月 6日、両校の閉校式が

行 われ ました。

ばい残し

ますなり
野里小学校

野
里
小
学
校
は
、
明
治
九
年
創

立
で
百
十
六
年
、
松
野
木
小
学
校

は
明
治
十

一
年
創
立
で
百
十
四
年

の
歳
月
を
経
て
き
ま
し
た
が
、
四

月

一
日
よ
り
、
両
校
統
合
の
新
生

「
長
橋
小
学
校
」
と
し
て
出
発
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

閉
校
式
で
の
佐
々
木
市
長
は
、

「
教
育
は
百
年
の
大
計
で
あ
り
、

街
守
つ
く
り
は
人
守
つ
く
り
そ
の
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
見

据
え
た
教
育
環
境
の
整
備
を
関
り
、

明
日
の
郷
土
を
担
う
、
心
豊
か
な

人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
歴
代
校
長
等
、
両
校

に
尽
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

野
里
小
学
校

マ
歴
代
校
長

土
岐
周
蔵
、
瓜
田

昌

一
、
開
米
久
雄
、
平
塚
邦
夫
、

渋
川
正
義
、
松
橋
伴
幸
、
山
内
卓

司マ
歴
代
P
T
A
会
長

工
藤
友
街
、

小
田
桐
政
吉
、
高
橋
義
雄
、
工
藤

賢

一
、
土
岐
文
昭
、
須
藤
可
、
前

父祖の

土岐芳章さん
(42歳)

野里小学校

PTA会長

「賛珠のすそ にはぐく める、

のこ せ しこのた か ら一一。 」

最後の校歌 をうたう 。

田
文
弘
、

石
岡
広
、
松
野
昇
、
土

岐
芳
章

マ
学
校
医

永
田
紀
四
郎

マ
学
校
歯
科
医

飛
島
慶
治

マ
学
校
薬
剤
師

二
戸
範
彦

マ
永
年
勤
続
者

小
田
桐
安
昭
、

坂
本
源
作
、
若
松
陽
子
、
松
山
良

子、

二
戸
ユ
キ
エ
、
伊
藤
千
鶴
子
、

葛
西
悦
子

松
野
木
小
学
校

マ
歴
代
校
長

白
戸
良
徳
、
白
川

治
三
郎
、
櫛
引
清
、
大
沢
寿
夫
、

赤
田
五
郎
、
藤
丸
勝
美
、
太
田
正

己
、
夏
坂
松
夫
、

二
戸
英
昭

マ
歴
代
P
T
A
会
長

太
田
秀
男
、

長
尾
良
治
、
長
尾
芳
彦
、
斎
藤
晃
、

長
尾
充
、
清
野
祐
治

マ
学
校
医

佐
藤
実

マ
学
校
歯
科
医

回
附
敏
良

マ

H

平
山
雅
人

マ
学
校
薬
剤
師

二
戸
範
彦

マ
永
年
勤
続
者

金
山
洋
子
、
佐

々
木
版
、
土
岐
千
鶴
子
、
永
田
友

子
、
山
口
道
子
、
原
子
健
治
、
葛

西
孝
子
、
片
岡
幹
夫
、

三
橋
実

2 平成 5年3月15日

た
も
の
で
す

0

・
開
校
に
あ
た

っ
て

私
の
小
学
校
時
代
は
、
品
づ

思
い
出
な
ど
を
l
。

く

り

が

盛

ん

で

、

カ

ボ

チ

ャ
と

か
、
い
も
な
ど
を
作
り
ま
し
た

「

私
が
こ
の
小
学
校
を
卒
業
し
ょ
。
校
舎
の
床
も
、
こ
ぬ
か
で
、

内

た
の
は
、
昭
和
三
十

九

年

だ

っ

磨

き

ま

し

た

o
A
7
も
ピ
カ
ピ
カ
や

た
と
思
い
ま
す
。
私
の
父
も
卒
な
の
で
、
ぁ
‘
昔
の
ま
ま
だ
、

間

業
し
ま
し
た
。
今
、
娘
と
息
子
と
、

学
校
へ
行
く
度
な
つ
か
し
日

の
二
人
が
在
学
し
て

い
る
ん
で
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

出

す
が
、
や
は
り
大
き
な
グ
ラ
ウ
今
、
新
し
い
学
校
に
な
る
に
吋

ン
ド
と
、
プ

l
ル
が
無
い
こ
と
当
っ
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
一

は
、
不
自
由
な
こ
と
で
し
た
。

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
子
供
達

印

私
の
小
学
校
時
代
も
、
運
動
会
が
、
み
ん
な
仲
よ
く
、
伸
び
伸

一

と
い
え
ば
、
長
橋
中
学
校

(現
び
と
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
こ
と
日

在
は
五
二
中
)
跡
地
ま
で
行

つ

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

日



閉
校
に

あ
た
っ

て
 

思

い
出
な
ど

を
ー
。
 

私
は
、
昭
和
十
四
年
の
卒
業

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後

は
、
野
里
小
学
校
の
高
等
科
へ

二
年
通
い
ま
し
た
。
 

小
学
校
時
代
の
遊
び
場
は
、
 

主
に
長
者
森
で
し
た
ね
。今
は
、
 

畠
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
 

子
供
時
代
の
森
ゃ
、
林
は
、
 

冒
険
の
場
な
ん
で
す
ね
。
木
の

根
っ
こ
を
机
に
、
勉
強
も
し
ま
 

し
た
よ
。
 

今
は
、
情
報
化
と
か
国
際
化

と
か
、
忙
が
し
い
時
代
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
時
代
に

生
き
て
い
く
の
が
、
今
の
子
供

達
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
教

育
の
内
容
も
設
備
も
、
充
分
な

も
の
を
整
え
、
子
供
達
が
精

一

杯
学
習
で
き
る
環
境
だ
け
は
つ

く
っ
て
や
り
た
い
で
す
ね
。
た

だ
、
ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て

も
、
人
と
自
然
、
人
と
人
と
の

や
さ
し
さ
だ
け
は
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。
 

(
 

松野木小学校閉校に

向けての実行委員長 

長尾良治さん 
(68歳） 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
、
 

私
、
と
三
代
、
こ
の
学
校
で
学
ん

で
き
ま
し
た
。
長
い
時
間
を
か
け

て
、
つ
く
り
あ
げ
た
校
風
の
良
さ

散

新
し
い
学
校
で
も
、
よ
り
生
か

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

秋
に
な
る
と
学
校
の
近
く
で
ク

リ
、
あ
け
び
、
き
の
子
な
ど
を
採

り
ま
し
た
。
先
生
と
歩
い
た
山
々
。
 

校
門
の
松
の
緑
。
新
し
い
学
校
へ

行
っ
て
も
、
こ
の
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
は
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け
る
 

「
」
と
で
し
よう
。
 

 

清野真理子さん
松野木小学校6年 
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土岐 真弓さん

野里小学校6年 

松
野
木
小
学
校
 

雪
上
運
動
会
 

(
PT
A
の
宝
さ
が
し
）
 

野
里
小
学
校
 

緑
の
少
年
団
（
校
庭
清掃
）
 

松野木小学校 

「万木枯れてただひとり、緑は深し 
庭の松一。」 

最後の校歌をうたう。 

直
 

3
 

平成 5年 3 月15日 

ありがとう．ノ 思い出をいっ 

芸 fflhJ'議は 3月末で閉校と 

思い出をいっありがとう ノ

3月末で閉校と野里小学校
は

松野木小学校

松野木小学校

土岐真弓さん

野里小学校 6年

清野真理子さん

松野木小学校 6年

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
、

私
、
と
三
代
、
こ
の
学
校
で
学
ん

で
き
ま
し
た
。
長
い
時
間
を
か
け

て
、
つ
く
り
あ
げ
た
校
風
の
良
さ

を
、
新
し
い
学
校
で
も
、
よ
り
生
か

し
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

秋
に
な
る
と
学
校
の
近
く
で
ク

リ
、
あ
け
び
、
き
の
子
な
ど
を
採

り
ま
し
た
。
先
生
と
歩
い
た
山
々
。

校
門
の
松
の
緑
。
新
し
い
学
校
へ

行
つ
で
も
、
こ
の
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
は
い

つ
ま
で
も
生
き
続
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

語表はj架し

長尾良治さん
(68歳)

松野木/J、学校閉校に

向けての実行委員長

「万木枯れてただひとり 、

庭の松一 。」

最後の校歌をうたう 。

松
野
木
小
学
校

雪
上
運
動
会

(P
T
Aの
宝
さ
が
し
)

野
里
小
学
校

緑
の
少
年
団
(校
庭
清
掃
)

-
閉
校
に
あ
た

っ
て

思
い
出
な
ど
を
|
口

私
は
、
昭
和
十
四
年
の
卒
業

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後

は
、
野
里
小
学
校
の
高
等
科
へ

二
年
通
い
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
の
遊
び
場
は
、

主
に
長
者
森
で
し
た
ね
。
今
は
、

畠
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

子
供
時
代
の
森
や
、

林
は、

官
険
の
場
な
ん
で
す
ね
。
木
の

根
っ
こ
を
机
に
、
勉
強
も
し
ま

し
た
よ
。

今
は
、
情
報
化
と
か
国
際
化

と
か
、
忙
が
し
い
時
代
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
時
代
に

-

生
き
て
い
く
の
が
、

A
7
の
子
供

伊

達
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
教

問

育
の
内
容
も
設
備
も
、
充
分
な

叶

も
の
を
整
え
、
子
供
達
が
精

一
ιi

杯
学
習
で
き
る
環
境
だ
け
は
つ

日

く
っ
て
や
り
た
い
で
す
ね
。
た

日

だ
、
ど
ん
な
世
の
中
に
な

っ
て

問

も
、
人
と
自
然
、
人
と
人
と
の

日

や
さ
し
さ
だ
け
は
大
事
に
し
て

日

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

世

平成 5年 3月15日3 
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》
ノ
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八
ノ
イ

こ

I
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ニ
月
ニ
十
七
日
、
市
中
央
公
民
館
で
関
係
者
約
ニ
百
人
が出
席
し
て
、
 

「平
成
四
年
度
市
ス
ポー
ッ
賞
・文
化
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
文
化
活
動
に
、
秀
れ
た
成
績
を
お
さ
め

ら
れ
た
市
民
に
対
し
、市
が
表
彰
す
る
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ッ
部
門
では
、
 

ス
ポ

ー
ッ
特
別
賞
の
、
伊
東
勝
人
さ
ん

（相
撲
）
を
は
じ
め
、
功
労
賞
一

人
、
指
導
者
賞
一
人
、個
人
、
団
体
等
、
三
百
ハ
＋
ニ
人
、文
化
奨
励
賞

は
、
受
賞
＋
七
回
の
五
所
川
原
合
唱
団
をは
じ
め
、
個
人
、
団
体
等
、
七

＋
一
名
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
津
軽
東

芝
音
響
囲
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
黒

滝
昭
弘
さ
ん
は
、「こ
れ
を
機
に
、
 

当
市
が
、
よ
り
健
康
で
明
る
い
ま

ち
と
な
り
ま
す
よ
う
、
い
っ
そ
う

練
習
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。」
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

（
敬
称
略
）
 

ス
ポ
I
ツ
賞
 

▽
特
別
賞
 
伊
東勝
人

廿
相
撲
 

五
一
中
・
五商
業
高
・
近
畿
大
 

卒
。
小
学
生
か
ら
現
在
ま
で
、
 一
 
 

貫
し
て
国
技
の
相
撲
道
に
精
励
、
 

第
四
十
代
ァ
マ
チ
ュ
ァ
横
綱
を
は

じ
め
、
数
々
の
、
全
国
規
模
の
相

撲
大
会
で
輝
か
し
い
戦
績
を
収
め

ま
し
た
。
 

▽
功
労
賞
 
山
谷
石蔵
（
岩
木
町
）
 

廿
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

市
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
創
始
者

で
あ
り
、
永
年
に
わ
た
り
、
選
手

と
し
て
活
躍
0
昭
和
六
十
一
年
、
 

全
国
大
会
で第
三
位
と
な
る
な
ど
、
 

九
十
四
歳
の
高
齢
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
在
で
も
、
ス
テ
ッ
ク
を
握

り
、
選
手
の
指
導
に
務
め
、
そ
の
 
 

功
績
は
、
顕
著
な
も
の
が
あ
り
ま
 
4
 

す
。
 

▽
指
導
者
賞
 
秋元
達
雄
（
鳥
森
）
 

廿
野
球
 

野
球
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
務
め
る
と
と
も
に
、数
多

く
の
優
秀
な
選
手
や
審
判
の
養
成

に
貢
献
し
ま
し
た
。
 

津
田
橿
治
（弘
前
市
）
廿
卓
球

五
一
中
卓
球
部
の
総
監
督
と
し

て
、
数
多
く
の
大
会
で優
勝
、
平

成
三
年
度
の
全
国
大
会
で
の
、
男

子
優
勝
、
女
子
準
優
勝
の
輝
か
し

い
戦
績
へ
導
い
た
功
績
は
顕
著
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

個
人
 

▽
陸
上
 
白
戸慶
喜
（
五
商
業
高
 

3
）
、森
紀
彦
（
木
造
高3
）
、岩
川

美
穂
（
同
2
）
、関
博
光
（
会社
員
）
 

▽
相
撲
 
蒔
田
正
信
（
五
商
業
高
 

3
）
、原
田
治
（
五
農林
高
3
）
、貴

田
純
司

（
同2
）
、千
葉
行
誠
（
同
 

2
）
、棟
方
幸
雄
（
同
2
）
、小
笠
原

満
昭
（
同
3
）
、葛
西
二
三
彦
（
同

教
諭
）
 

▽
卓
球
 
横
山幸
子
（大
正
大
2
)
 

▽
柔
道
 
藤
田
博
臣
（
東
海
大附

属
相
模
高
2
）
、秋
山
和
豊
（
青
森

北
高
2
)
 

▽
弓
道
 
松
橋
亨
（
五工
業
高
3
)
 

平成 5 年 3 月15日 
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【
 

Z
U
0
2
2
/

ス
ポ
ー
ツ

支
ヒ
舌
力
こ
三
犬

メイ
z
j
重
F
U
Z
E
商

話

多

• 

二
月
二
十
七
日
、
市
中
央
公
民
館
で
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席
し
て
、

「平
成
四
年
度
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
文
化
活
動
に
、
秀
れ
た
成
績
を
お
さ
め

ら
れ
た
市
民
に
対
し
、
市
が
表
彰
す
る
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
の
、
伊
東
勝
人
さ
ん

(相
撲
)
を
は
じ
め
、
功
労
賞
一

人
、
指
導
者
賞
一
人
、
個
人
、
団
体
等
、
三
百
八
十
二
人
、
文
化
奨
励
賞

は
、
受
賞
+
七
回
の
五
所
川
原
合
唱
団
を
は
じ
め
、
個
人
、
団
体
等
、
七

十
一
名
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
津
軽
東

芝
音
響
鮒
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
黒

滝
昭
弘
さ
ん
は
、
「
こ
れ
を
機
に、

当
市
が
、
よ
り
健
康
で
明
る
い
ま

ち
と
な
り
ま
す
よ
う
、
い

っ
そ
う

練
習
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。」
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

(

敬
称
略
)

にス|

一"目、J

川!
?ツ|
晴 |

マ
特
別
賞
伊
東
勝
人
H

相
撲

五

一
中
・
五
商
業
高

・
近
畿
大

卒
。
小
学
生
か
ら
現
在
ま
で
、

一

賞
し
て
国
技
の
相
撲
道
に
精
励
、

第
四
十
代
ア
マ
チ

ュ
ア
横
綱
を
は

じ
め
、
数
々
の
、
全
国
規
模
の
相

撲
大
会
で
輝
か
し
い
戦
績
を
収
め

ま
し
た
。

マ
功
労
賞
山
谷
石
蔵

(岩
木
町
)

H
H
ゲ

l
ト
ボ
l
ル

市
の
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
の
創
始
者

で
あ
り
、
永
年
に
わ
た
り
、
選
手

と
し
て
活
躍
。
昭
和
六
十

一
年
、

全
国
大
会
で
第
三
位
と
な
る
な
ど
、

九
十
四
歳
の
高
齢
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
在
で
も
、
ス
テ

ッ
ク
を
握

り
、
選
手
の
指
導
に
務
め
、
そ
の

功
績
は
、
副
符
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

マ
指
導
者
賞
秋
元
達
雄

(烏
森
)

H

野
球

野
球
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
務
め
る
と
と
も
に
、
数
多

く
の
優
秀
な
選
手
や
審
判
の
養
成

に
貢
献
し
ま
し
た
。

津
田
檀
治

(弘
前
市

)
H
卓
球

五

一
中
卓
球
部
の
総
監
行
と
し

て
、
数
多
く
の
大
会
で
優
勝
、
平

成
三
年
度
の
全
国
大
会
で
の
、
男

子
優
勝
、
女
子
準
優
勝
の
輝
か
し

い
戦
結
へ
導
い
た
功
績
は
顕
著
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

個
人

マ
陸
上

白
戸
慶
喜

(五
商
業
高

3
)、
森
紀
彦

(木
造
高
3
)、
岩
川

美
穂

(同
2
)、
関
博
光

(会
社
員
)

マ
相
撲
時
田
正
信

(五
商
業
高

3
)、
原
町
治

(五
農
林
高
3
)、
武

田
純
司

(
同
2
)、
千
葉
行
誠

(同

2
)、
棟
方
幸
雄

(同
2
)、
小
笠
原

満
昭

(同
3
)、
葛
西
二
三
彦

(同

教
諭
)

マ
卓
球
横
山
幸
チ
(大
正
大
2
)

マ

柔

道

藤
田
博
臣

(東
海
大
附

属
相
模
高
2
)、
秋
山
和
豊

(青
森

北
高
2
)

マ
弓
道

松
橋
亨
(五
工
業
高
3
)

4 予成 5年3月1511
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1 
洞以7系約週信1員谷鰹父供用耕、 

市
消
防
署
で
は
、
か
け
が
え
の
 

▽
放
送
 
五
所
高

放
送
部
 

▽
囲
碁
 
日
本
棋

院
五
支
部
 

平成 5 年 3 月15日 
一
 

21時間・3弱日 

あなたの安全を守ります 

消防緊急通信指令施設の 
供用開始 

▽
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
 
成

田
卓
也
（
金
木
高
3
）
、木
田
敏
彦
 

（五
工
業
高
2
）
、松
沢
幸
一
 
（
同
 

3
）
、対
馬
勇
市

（
同3
)
 

▽
少
林
寺
拳
法
 
会
津
郁
乃
（
五

一
高
3
）
、高
橋
さ
ゆ
り
（
同
2
)
 

▽
ボ
ク
シ
ン
グ
 坂
本
利
広
（
五

工
業
高
3
）
、成
田
貴
由
樹
（同
2
)
 

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ
 
藤
森
俊
彦
（
県

ボ
連
、
公
務
員
）
、工
藤
寿
大
（同
、
 

自
営
業
）
 

▽
空
手
道
 
田
中
美
智
子
（
五
所

高
2
)
 

団
体
 

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
津
軽
東
芝
音
 
 

響
翻
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
五
工
業

高
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

▽
少
林
寺
拳
法
 
五
一
高
少
林
寺

撃
法
部
女
子
部
 

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
五
所
川
原
マ

マ
ー
ズ
、
五
商
業
高
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
部
、
五
農
林
高
男
子
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
部
 

文
化
奨
励
賞
 

個
人
 

▽
書
道
 
荒
木
関
ユ
キ
（
津
軽
書

道
院
、
主
婦
）
、渋
谷
慎
一
郎
、
対

馬
啓
二
、
花
田
誠
（
以
上
拓
城
書

道
苑
）
、寺
田
有
希
（
五
一
中
3
）
、
 
 

小
田
桐
ひ
と
み

（同
1
）
、太
田
裕

介
（
同
3
）
、寺
田
圭
吾
、
太
田
聡

美
、
小
坂
紗
智
子

（以
上
松
島
小
 

6
）
、小
田
桐
里
名
子
（
同
5
）
、太

田
幸
代
（
同
4
）
、太
田
桃
子

（
栄

小
4
)
 

▽
囲
碁
 
石
岡
浩
、福
士
明
典
（以

上
日
本
棋
院
五
支
部
）
 

▽
将
棋
 
山
口
恒
文

（
日本
将
棋

連
五
支
部
、
会
社
員
）
 

▽
短
歌
 
開
米
藤
枝
（
五短
歌
会
）
、
 

吉
田
勇
蔵
（
津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
短
歌

会
）
 

団
体
 

▽
合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

事
故
か
ら
守
り
、
万
が
ー
の
被
害
 
 

を
最
小
限
に
抑
え
る
体
制
確
立
の

た
め
、
電
子
化
さ
れ
た
最
新
式
の

指
令
装
置
を
導
入
、
三
月
三
日
、
 

供
用
開
始
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
装
置
は
、
 一
一
九番
の
受

付
出
動
指
令
、無
線
通
信
等
の
他
、
 

町
の
地
図
等
検
索
装
置
も
設
置
さ

れ
、
災
害
地
点
の
情
報
が
、
素
早

く
確
認
で
き
、
的
確
な
出
動
指
令

が
で
き
る
も
の
で
す
。
 

佐
々
木
市
長
は
、「
こ
の
設
備
に

よ
り
、
市
民
が
よ
り
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
願
う
も
 

ま
し
た
。
 

な
い
、
生
命
、
財
産
を
、
火
災
や
 

の
で
す
。」
と
、
供
用
開
始
を
祝
い
 

マ
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

成

田
卓
也
(
金
木
高
3
)、
木
田
敏
彦

(
五
工
業
高
2
)、
松
沢
幸
一
(
同

3
)、
対
馬
勇
市
(
同
3
)

マ
少
林
寺
拳
法

会
津
都
乃
(
五

一
高
3
)、
高
橋
さ
ゆ
り
(
同
2
)

マ
ボ
ク
シ
ン
グ

坂
本
利
広
(
五

工
業
高
3
)、
成
田
貴
由
樹
(
同
2
)

マ
ボ
ウ
リ
ン
グ

藤
森
俊
彦
(
県

ボ
連
、
公
務
員
)
、
工
藤
寿
大
(
問
、

自
営
業
)

マ
空
手
道

田
中
美
智
子
(
五
所

一日同

2
)

団
体

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

津
軽
東
芝
音

響
側
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
五
工
業

高
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

マ
少
林
寺
拳
法

五
一
高
少
林
寺

拳
法
部
女
子
部

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

五
所
川
原
マ

マ
l
ズ
、
五
商
業
高
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
、
五
農
林
高
男
子
ソ
フ
ト
ボ

'
ー

l
川
立
口

個
人

マ
書
道

荒
木
関
ユ
キ
(
津
軽
書

道
院
、
主
婦
)、
渋
谷
慎
一
郎
、
対

馬
啓
二
、

花
田
誠

(
以
上
拓
城
書

道
苑
)、
寺
固
有
希
(
五

一
中
3
)、

伊 東 勝人さん

第 40回全日本相撲選手権大会優勝

小
田
桐
ひ
と
み

(同
1
)、
太
田
裕

介

(同
3
)、
寺
田
圭
吾
、
太
田
聡

美
、
小
坂
紗
智
子

(以
上
松
島
小

6
)、
小
田
桐
里
名
子
(
同
5
)、
太

田
幸
代

(同
4
)、
太
田
桃
子

(栄

小
4
)

マ
囲
碁

石
岡
浩
、
福
士
明
典
(以

上
日
本
棋
院
五
支
部
)

マ
将
棋

山
口
恒
文
(
日
本
将
棋

連
五
支
部
、
会
社
員
)

マ
短
歌

開
米
藤
枝
(
五
短
歌
会
)、

吉
田
勇
蔵

(津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌

会
)

団
体

マ
合
唱

五
所
川
原
合
唱
同

五
所
高

マ
放
送

放
送
部

マ
囲
碁

日
本
棋

院
五
支
部

2~時間・ 365 日
あなたの安全を守ります
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市
消
防
署
で
は
、
か
け
が
え
の

な
い
、
生
命
、
財
産
を
、
火
災
や

事
故
か
ら
守
り
、
万
が

一
の
被
害

手成5年3rIl5 [1 5 



「長
い

川
土
手
」
 

足
元
の
草
生
に
映
る
タ
茜
あ
 

や
し
き
ま
で
に
緑
は
な
や
ぐ
 

平
成
三
年
の
晩夏
の
頃
に
作
 

っ
た
一
首
で
す
が
、
こ
の
時
程
 

川
土
手
近
く
に
住
む
幸
を
感
じ
 

た
事
は
な
い
。あ
る
タ
べ
、
ふ
 

と
、
視
線
を
外
に
移
し
た
ら
、
 

道
路
や
家
の
壁
面
ま
で
薄
紅
に

染
ま
っ
て
居
た
の
で
驚
く
と
同

時
に
見
す
ご
し
難
く
、
タ
食
中

の
孫
の
手
を
引
っ
ぱ
り
土
手
を

目
指
し
た
。
そ
こ
に
は
既
に
何

人
も
顔
見
知
り
の
人
が
居
た
が
、
 

余
り
の
感
動
に
笑
み
を
交
し
た

だ
け
で
こ
の
荘
厳
さ
と
美
し
く

大
き
い
風
景
に
み
と
れ
て
居
た
。
 

帰
り
に
市
庁
舎
の
坂
を
降
り
た

時
に
花
壇
の
緑
は
形
容
し
難
い

色
に
輝
や
い
て
居
た
。
左
右
に

展
け
る
道
は
私
に
希
望
を
与
え
、
 

広
い
川
原
は
自
由
な
遊
び
場
と

し
て
孫
は
成
長
し
た
。
又
早
春

の
川
岸
に
は
釣
人
が
糸
を
た
れ
、
 

私
は
ョ
メ
ナ
を
摘
み
乍
ら
万
葉

時
代
を
偲
ん
だ
。
日
本
一
と
評

さ
れ
る
岩
木
山
を
の
ぞ
む
岩
木

川
流
域
に
住
む
倖
を
し
み
じ
み

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
 

釈
＠
風
）
無
 
 
⑩
 

番
 
場
 
利
喜
子
さ
ん
 

（
市
内岩
木
町
十
七
 
九
）
 

6
 

平成 5 年 3 月15日 

（善
意
の
花
か
ご
）
 

柳 

川 

他
用
途
利
用
米
（
加
工
用
米
）
が

不
足
し
て
い
ま
す
 

ー
水

田
営
農
活

性
化
に

向
け

て
ー
 

県
の
水
田
対
策
課
を
は
じ
め
、
 

東
北
農
政
局
、食
糧
事
務
所
等
、
 

水
田
営
農
活
性
化
対
策
督
励
班

は
、
稲
作
復
元
の
目
標
達
成
及

び
、
他
用
途
利
用
米

（加
工
用

米
）
の
全
量
確
保
の
た
め
、
一」
 

の
度
市
、
及
び
農
協
と
の
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
始

ま
る
、転
作
緩
和
基
調
の
中
で
、
 
 米

づ
く
り
を
全
面
的
に
推
し
進

め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
当
市

を
中
心
と
し
た
、
西
北
の
、
津

軽
穀
倉
地
帯
に
期
待
し
て
い
る

も
の
で
す
。
 

佐
々
木
市
長
は
、「行
政
と
し

て
も
推
進
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
 

農
家
と
よ
く
話
し
合
い
、
国
の

意
向
に
添
え
る
よ
う
、
督
励
を

実
施
し
た
い
」
と
話
しま
し
た
。
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

老
体
が
派
手
な
衣
服
で
余
白
埋

め
 
千
 

修
 

結
納
を
迎
え
る
朝
の
空
が
澄
み
 

枯
 
葉
 

姉
が
居
た
か
ら
こ
そ
獲
れ
た
金

メ
ダ
ル
 

雨
 
読
 

野
仏
の
慈
眼
に
似
合
う
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
こ
 
し
げ

る
 

間
の
抜
け
た
話
も
う
れ
し母
米

寿
 
山
 

竿
 

麻
庫
の
子
が
神
に
誓
っ
た
虹
の

彩
 
一
 

粋
 

指
切
り
を
す
る
に
も
出
せ
ぬ
荒

れ
た
指
 
美
 

々
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
創
価
学
会
五
所
川
原
圏
青
年
部
（
平
山
秀
直事
務
局
長
）
廿
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
 

金
、
十
九
万
六
百
六
十
円
と
古
着
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
5

箱
）
 

＠
く
る
み
園
 

〇
桜
田
婦
人
会
（
笠
井
I
I、
ヤ会
長
他
九
名
）
廿
踊
り
・
歌
謡
、
み
か
ん
・
バ
ナ
ナ
。
 

〇
津
軽
野
保
育
園
（
渋
谷
守
夫
園
長
・
園
児
九
十名
）

廿
楽
器
演
奏
と
お
遊
戯
。
 

【
 

私
の
風
景番

「
長
い
川
土
手
L

足
元
の
草
生
に
映
る
タ
茜
あ

や
し
き
ま
で
に
緑
は
な
や
ぐ

一平成
三
年
の
晩
夏
の
頃
に
作

っ
た
一
首
で
す
が
、
こ
の
時
服

川
上
予
近
く
に
住
む
幸
を
感
じ

た
事
は
な
い
。
あ
る
夕
べ
、
ふ

⑩ 場
利
喜
子
さ
ん

(
市
内
岩
木
町
十
七
1

九
)

と、

視
線
を
外
に
移
し
た
ら
、

道
路
や
家
の
壁
面
ま
で
薄
紅
に

染
ま
っ
て
居
た
の
で
驚
く
と
同

時
に
兄
す
ご
し
難
く
、
夕
食
中

の
孫
の
手
を
引
っ
ぱ
り
土
手
を

目
指
し
た
。
そ
こ
に
は
既
に
何

人
も
顔
見
知
り
の
人
が
屑
た
が
、

余
り
の
感
動
に
笑
み
を
交
し
た

だ
け
で
こ
の
荘
厳
さ
と
美
し
く

大
き
い
風
景
に
み
と
れ
て
居
た
。

帰
り
に
市
庁
舎
の
坂
を
降
り
た

時
に
花
壇
の
緑
は
形
容
し
難
い

色
に
輝
や
い
て
居
た
。
左
右
に

展
け
る
道
は
私
に
希
望
を
与
え
、

広
い
川
原
は
自
由
な
遊
び
場
と

し
て
孫
は
成
長
し
た
。
又
早
春

の
川
岸
に
は
釣
人
が
糸
を
た
れ
、

私
は
ヨ
メ
ナ
を
摘
み
乍
ら
万
葉

時
代
を
偲
ん
だ
。
日
本

一
と
評

さ
れ
る
岩
木
山
を
の
ぞ
む
岩
木

川
流
域
に
住
む
倖
を
し
み
じ
み

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

他
用
途
利
用
米
(
加
工
用
米
)
が

不
足
し
て
い
ま
す

ー
水
田
営
農
活
性
化
に
向
け
て
|

県
の
水
田
対
策
課
を
は
じ
め
、
米
占
つ
く
り
を
全
面
的
に
推
し
進

京
北
農
政
局
、
食
糧
事
務
所
等
、
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

当
市

本
国
営
農
活
性
化
対
策
督
励
班
を
中
心
と
し
た
、
西
北
の
、
津

は
、
稲
作
復
元
の
目
標
達
成
及
佐
穀
合
地
帯
に
期
待
し
て
い
る

び、

他
用
途
利
用
米

(加
工
用

も
の
で
す
。

米
)
の
全
量
確
保
の
た
め
、
こ
佐
々
木
市
長
は
、
「
行
政
と
し

の
度
市
、
及
び
農
協
と

の

話

し

で

も

推
進
チ
l
ム
を
編
成
し
、

合
い
を
行
い
ま
し
た
。

農
家
と
よ
く
話
し
合
い
、
国
の

こ
れ
は
、
平
成
五
ノ
f
反
か
ら
始
意
向
に
添
え
る
よ
う
、
押
励
を

ま
る
、
転
作
緩
和
基
調
の

中

で

、

実

施
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

善
意
の
花
か
ご

圃

6 

唖
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川
柳
岩
木
吟
社

老
体
が
派
手
な
衣
服
で
余
白
埋

め

千

修

結
納
を
迎
え
る
朝
の
空
が
澄
み

枯

葉

姉
が
居
た
か
ら
こ
そ
控
れ
た
金

メ

ダ

ル

雨

読

野
仏
の
慈
眼
に
似
合
う
ち
ゃ
ん

ち

ゃ

ん

こ

し

げ

る

聞
の
抜
け
た
話
も
う
れ
し
母
米

寿

山

竿

麻
庫
の
子
が
神
に
誓

っ
た
虹
の

彩

一

粋

指
切
り
を
す
る
に
も
出
せ
ぬ
荒

れ

た

指

美

々

@
社
会
福
祉
へ

O
創
価
学
会
五
所
川
原
圏
青
年
部

(平
山
秀
直
事
務
局
長
)
lチ
ャ
リ
テ
ィ
l
パ
ザ

l
の
収
益

金
、
十
九
万
六
百
六
十
円
と
古
着
(
ダ
ン
ボ
ー
ル

5
箱
)

@
く
る
み
園

O
桜
田
婦
人
会

(
笠
井
ミ
ヤ
会
長
他
九
名

)
H
踊
り
・
歌
謡
、

み
か
ん

・
バ
ナ
ナ
。

O
津
軽
野
保
育
園

(
渋
谷
守
夫
園
長

・
園
児
九
卜
名

)
H楽
器
演
奏
と
お
遊
戯
。



ま
ち
が
大

き
く
動
き

ま
す
O
 

新
規
「
ま
ち
づ
く
り
市
町
村
道
整
 

備
モ
デ
ル
事
業
」
実
施
市
町
村
に
 

当
市
が
選
定
さ
れ
る
ノ

・
 

農作業、いよいよ幕あげ二 

．葺全祈願でズ襲醜． 

七
和
地
区
の
俵
元
自
治
会
（伊

藤
博
治
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど

地
区
内
の
天
満
宮
で
、
会
員
四
十

二
名
が
参
加
し
て
、
警

の
合
同

春
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。
 

啓
塾
の
三
月
は
、
長
い
冬
ご
も

り
に
さ
よ
な
ら
を
す
る
、
文
字
通

り
虫
も
這
い
出
す
、
農
作
業
に
と

っ
て
の
新
年
で
す
。
 

米
、
リ
ン
ゴ
、
野
菜
等
、
五
穀

の
豊
暁
と
、
家
族
の
安
全
を祈
願

す
る
こ
の
春
祈
祷
は
、
こ
れ
ま
で

は
、
各
家
庭
単
位
で
行
な
っ
て
来

た
も
の
で
す
が
、
俵
元
で
は
、
」ハ

年
程
前
か
ら
、
合
同
の
形
を
と
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

農
作
業
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
 

人
々
は
、
事
あ
る
毎
に
、
神
に
感

謝
し
、
又
祈
っ
て
き
ま
し
た
。
 

祈
祷
が
済
ん
で
か
ら
の
直
会
も

楽
し
く
、
地
区
の
人
達
は
、
天
候

の
こ
と
な
ど
今
年
一
年
の
無
事
を

話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

平成 5 年 3 月15日 "'
 

事
業
」
実
施
市
町
村
（
重
点整
備

地
区
型
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
建
設
省
道
路
局
が
、
 

ふ
る
さ
と
創
生
、
地
域
活
性
化
に

向
け
た
市
町
村
の
「ま
ち
づ
く
り
」
 

を
支
援
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
も
の
で
、
当
市
が
、
西
北
の

中
心
都
市
と
し
て
の
自
然
的
条件
、
 

各
種
生
活
環
境
施
設
、
生
産
基
盤

施
設
の
整
備
状
況
等
、
社
会
的
に

特
色
あ
る
地
域
課
題
を
も
っ
た
市

町
村
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
建
設
省
が
昭
和
五
十
八
年

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
か
ら
、
 

県
内
で
は
六
番
目
、
市
と
し
て
は

二
番
目
の
こと
と
な
り
ま
す
。
 

通
知
を
受
け
た
佐
々
木
市
長
は
 

「市
の
基
本
構
想
で
あ
る
『
小
さ

な
世
界
都
市
』
づ
く
り
は
な
ん
と

し
て
も
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
 
 

道
づ
く
り
の
整
備
が
基
盤
と
な
る

も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
 

国
と
県
か
ら
の
全
面
的
な
協
力
を

得
て
各
種
道
路
の
整
備
を
、
重
点

的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
こ

と
で
す
」
 
と喜
び
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。
 

選
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
 

市
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
、
十
ケ

年
計
画
で
四
十
三
路
線
、
概
算
事

業
費
五
十
一
億
円
を
投
じ
て
市
道

の
整
備
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
当
面
今
年
度
か
ら
は
五
ケ
年

計
画
で
、フ
ン
テ
ィ
ー
干
ー
ゾー
ン
」
 

（
エ
ル
ム
の
街
関
係
）
を中
心
に
、
 

大
き
く
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

こ
の
度
、
五
所
川
原
市
は
、
建

設
省
よ
り
平
成
四
年度
の
 
「ま
ち

づ
く
り
市
町
村
道路
整
備
モ
デ
ル
 

新
規

「ま
ち
づ
く
り
市
岡
村
道
整

備
モ
デ
ル
事
業
」
実
施
市
町
村
に

当
市
が
選
定
さ
れ
る
/

こ
の
度
、
五
所
川
原
市
は
、
建

設
省
よ
り
平
成
四
年
度
の
「
ま
ち

づ
く
り
市
町
村
道
路
整
備
モ
デ
ル

事
業
」
実
施
市
町
村
(
重
点
整
備

地
区
型
)
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
建
設
省
道
路
局
が
、

ふ
る
さ
と
創
生
、
地
域
活
性
化
に

向
け
た
市
町
村
の
「
ま
ち
守
つ
く
り
」

を
支
援
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
も
の
で
、
当
市
が
、
西
北
の

中
心
都
市
と
し
て
の
自
然
的
条
件
、

各
種
生
活
環
境
施
設
、
生
産
基
盤

施
設
の
整
備
状
況
等
、
社
会
的
に

特
色
あ
る
地
域
課
題
を
も
っ
た
市

町
村
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
建
設
省
が
昭
和
五
十
八
年

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
か
ら
、

県
内
で
は
六
番
目
、
市
と
し
て
は

二
番
目
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

通
知
を
受
け
た
佐
々
木
市
長
は

「
市
の
基
本
構
想
で
あ
る
『
小
さ

な
世
界
都
市
』
づ
く
り
は
な
ん
と

し
て
も、

二
十

一
世
紀
に
向
け
た

道
守
つ
く
り
の
整
備
が
基
盤
と
な
る

も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

国
と
県
か
ら
の
全
面
的
な
協
力
を

得
て
各
種
道
路
の
整
備
を
、
重
点

的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
こ

と
で
す
」
と
喜
び
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

選
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

市
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
、
十
ヶ

年
計
画
で
四
十
三
路
線
、
概
算
事

業
費
五
十
一
億
円
を
投
じ
て
市
道

の
整
備
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
当
面
今
年
度
か
ら
は
五
ヶ
年

計
画
で
、
「
シ
テ
ィ
二
十

一
ゾ
l
ン」

(
エ
ル
ム
の
街
関
係
)
を
中
心
に
、

大
き
く
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

農作業.'¥.:いよ:い:よ幕:あ :ff::::::~:::::::::: 
• • .安全祈願でス:タートjjjff

七
和
地
区
の
俵
元
自
治
会

(伊

藤
博
治
会
長
)
で
は
、
こ
の
ほ
ど

地
区
内
の
天
満
宮
で
、
会
員
四
十

二
名
が
参
加
し
て
、
新
玉
の
合
同

春
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。

啓
塾
の
三
月
は
、
長
い
冬
ご
も

り
に
さ
よ
な
ら
を
す
る
、
文
字
通

り
虫
も
這
い
出
す
、
農
作
業
に
と

っ
て
の
新
年
で
す
。

米
、
リ
ン
ゴ
、
野
菜
等
、
五
穀

の
豊
能
と
、
家
族
の
安
全
を
祈
願

す
る
こ
の
春
祈
祷
は
、
こ
れ
ま
で

は
、
各
家
庭
単
住
で
行
な

っ
て
来

た
も
の
で
す
が
、
俵
元
で
は
、
六

年
程
前
か
ら
、
合
同
の
形
を
と
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
作
業
の
長
い
歴
史
の
中
で
、

人
々
は
、
事
あ
る
毎
に
、
神
に
感

謝
し
、
又
祈

っ
て
き
ま
し
た
。

祈
祷
が
済
ん
で
か
ら
の
直
会
も

楽
し
く
、
地
区
の
人
達
は
、
天
候

の
こ
と
な
ど
今
年

一
年
の
無
事
を

話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。議議

平成 5年3月15日7 



子供の健康と修養に 

醜度少年銃剣道教室受講生募集 

D募集人員 小学校1 -2年生20名 

小学校 3 年生」』上上20名 

いずれも男子女子を問いません。 

D募集受仁t日 4 月 4 日（日） 午後 1 -2時まて、 

4 月11日（日） 午後 1 -2時まてニ 

レ場所 五所川原市民体育館（補助練習場） 

ン実施期間 4 月～10月 

毎週木曜日午後 4 時～ 6 時まてる 

ンお間い合わせ先 

廿 35-2340 工藤常四郎 ”35-4138 対馬安雄 

廿 36-2076 古川留作 か36-3306 川浪重次郎 

主催 五所川原銃剣道協会 

後援 五所川原市教育委員会・五所川原市武道協議会 

電波は、国民みんなの貴重な資源です 

平成 5 年 4 月 1 日より、電波利用料制度がス 

タートします。 無線局の免許をお持ちの方には、 

郵政省より納入告知書が送られます。 

レ間い合わせ 

東北電気通信監理局企画課 廿022-221 -0657 

財形教育融資のご案内 
雇用促進事業団では、財形貯蓄をしている動 

労者（本人、又は親族） に、教育資金の融資を 

行っております。 公自勺融資制度ですので利率が 

低く、利用しやすくなっております。 

①融資の対象となる費用 

入学金、授業半斗、教科書代、下宿代等居住費用 

②融資額 

財形貯蓄の 5 倍以内で 

進学資金（入学時） 300万円 

修学資金（在学中） 15 O万円 

④融資条件 

返済期間 6 年以内（修業年限 3 年以内は 5 

年以内） 

融資利率 年6.24% 

⑤申し込み 財形教育融資業務取扱店の掲示し 

ている銀行等の金融機関 

レお間い合せ 雇用促進事業団青森雇用促進セ 

ンター 青森市長島二丁目19番 1号（青森東 

京海上ビルデ’ィング 7 階）廿(fり0177-77-1234番 

スポーツ
安全保険に

加入を．ノ 

子供会や連動クラブなど、 5 人以上の団体であ

れば加入できます。 

ば加入できます。 

『手術保険金』…手術の種類に応じて入院日額の 

10倍～40倍の入院保険金が加算して支払われ

る。 

「付添看護保険金』…医師が付添を必要と認め、 

職業付一添人を雇い入れた期間に対し、一日につ

き入院日額の半額が入院保険金に加算して支

払われる。 

Dお申し込み・お間い合わせ （財）スポーツ安

全協会青森県支部まで 廿01 77-82-6984 

5 人以上のグループでご加入ください。 
掛 	金 
(1人年額） 

傷 害 保 険（保険金額） 賠償責任保険 
（支払限度額） 

共済見舞金 
死亡・後j旦障害 入 	院 通 	院 

●スポーッ少年団、子ども会など中学生以下のグル プ 

●成人の文化活動、奉仕活動のグループ 
400円 

最高 

2,000万円 

1日にっき 

4,000円 

1目にっき 

1,500円 

対人賠償 
1人 

1 億円 

1事故 

5億円 

対物賠償 

500万円 

突然死およ

び日射病、 
熱射病によ
る死亡 

100万円 

●ママさんバレーなどの地域スポーッのグル一プ 

●高校の運動部および大学・会社などのスポーッ同好会 

●一定の資格のある指導者のグループ 

1,300円 

●老人クラブ団体 

団体員が、おおむね60歳以上の人により構成された団 

体 

600円 500万円 1 ,800円 1 ,000円 

■対象となる事故 	 ■保険期間 平成 5 年 4 月1 日より翌年 3 月31 
●グループ活動中の事故 ・往復途上の事故 	日まで（申込受付日は 3 月より） 

レ間い合わせ スポーツ安全協会青森県支部 か0177-82-6984 

平成 5 年 3 月15日 8 

子供の健康と修養に

22度少年銃剣道教室受講生募集
[>募集人員 小学校 1- 2年生20名

小学校 3年生以上20名

いずれも男子女子を聞いませんo

b募 集受付日 4月 4日(日) 午後 1- 2時まで

4月11日(日) 午後 1- 2時まで

[>場所 五所川原市民体育館(補助練習場)

[>実施期間 4月一10月

毎週木曜日午後 4時 -6時まで

[>お問い合わせ先

ft35-2340工藤常四郎 ft35-4138対馬安雄

官 36-2076古 川留作 ft36-3306川浪重次郎

主催 五所川原銃剣道協会

後援 五所川原市教育委員会 ・五所川原市武道協議会

電波は、国民みんなの貴重な資源です
平成 5年 4月 1日より 、電波利用料制度がス

タートします。無線局の免許をお持ちの方には、

郵 政省より納入告知書が送られます。

[>問い合わせ

東北電気通信監理局企画課 ft022-221-0657 

スポー;~

安:&!保陰に

加去をア

-

掛 金
5人以上のグループでご加入ください。 (1人年額)

-スポーツ少年団、子ども会など中学生以下のグループ
400円

-成人の文化活動、奉仕活動のグループ

-ママさんバレーなどの地域スポーツのグループ

-高校の運動部および大学 ・会社なとのスポーツ同好会 1，300円
-一定の資格のある指導者のグループ

-老人クラブ団体

団体員が、おおむね60歳以上の人により構成された団 600円
体

-対象となる事故

-グループ活動中の事故 ・往復途上の事故

財形教育融資のご案内
雇 用 促 進 事 業 団 で は 、 財 形 貯 蓄 を し て い る 勤

労者(本人、又は親族)に、教育資金の融資を

行っております。公的融資制度ですので利率が

低く、利用しやすくなっております。

① 融資の対象となる費用

入 学 金 、 授 業 料 、 教 科 書 代 、 下 宿 代 等 居 住 費 用

② 融資額

財形貯蓄の 5倍以内で

進学資金(入学時) 300万円

修学資金(在学中) EjO万円

④ 融資条件

返済期間 6年以内 (修業年限 3年以内は 5

年以内 )

融資 利率 年6.24%

⑤ 申し込み 財形教育融資業務取扱庖の掲示し

て い る 銀 行 等 の 金融機関

じ〉 お問い合せ 雇 用 促 進 事 業 団 青 森 雇 用 促 進 セ

ンター 青 森 市 長 島 二 丁 目 19番 1号(青森東

京海上ビルデイング 7階)告 側 0177-77-1234番

子供会や運動クラブなど、 5人 以 上 の 団 体 で あ

れば加入できます。

ば加入できます。

『手 術 保 険 金』・・・手術の種類に応じて入院日額の

10倍 -40倍の入院保険金が加算して支払われ

る。

'"-(寸添看護保険金』ー・医師が付添を必要と認め、

職業付添人を雇い入れた期間に対し、一日につ

き 入院 日額 の半 額が 入院 保険 金に 加算 して 支

ナムわれる。

[>お申し込み・お問い合わせ (財)スポーツ安

全 協 会 青 森 県 支 部 ま で 宮 0177-82-6984

傷害保険(保険金額) 賠償責任保険
(支払限度額)

共済見舞金
死亡・後遺障害 入 院 j亜 院

最高 1日につき 1日につき 突然死およ

対人賠償 び日射病、
1人 熱射病によ

2，000万円 4，000円 1，500円 1 i意円 る死亡

1事故 100万円
5t意円

対物賠償

500万円 1，800門 1，000円 500万円

- 保 険 期 間 平成 5年 4月 1日 より 翌年 3月31

日まで(申iる受イ寸日は 3月より)

じ〉問い合わせ スポーツ安全協会青森県支部 ft0177-82-6984 

平成 5年3月15日 8 



五所川原おやこ劇場 

く第28回合同例会＞ 

レ日時 3 月25日（木） 1回目 午後 4 時開演 

2回目 午後 7時開演 

レ会場 五所川原市中央公民館 

D公演内容 むごん劇かんぱにい 

「ボロタ，イサ- ス」 
ン入会方法 毎月1人800円の会費で年 4 回、 

すぐれた舞台を観ることができます。お間

い合わせは、お気軽に事務局まで。 

⑨五所川原おやこ劇場事務局 五所川原市本

町50-4東奥日報社 4 F ff34-2170 
	J 

駅東部第ニ地区土地区画整理 
審議会委員の改選を行います 

駅東部第二地区土地区画整理審議会委員の任 

期満了に併三う改選を、次により実施します。 

1．選挙期日 

平成 5年 4 月28日（加 

2.選挙人名簿の縦覧の日程及び実施場所 

(1）  期間 3 月23日（火）~4月 5 日（月） 

(2）  時間 午前 8時30分～午後 4 時45分 

(3）  場所 市役所建設部都市計直信果 

3 ．立候補の届出期間 

4 月 7 日～ 4 月15日（木） 

4.問い合わせ先 

建設部都市計画課区画整理係 

"（内線235) 

国民年金保険料、 
納付はお済みですか 

国民年金は、必ず迎える老後の生活安定並

びに病気やけがなどで障害の状態になった場

合の所得保障を目的としています。 

平成 4年度国民年金保険料納付お済みにな

りましたか。まだ納付未納がありましたら 3月

末日までに納付されますよう、お願いします。 

★間い合わせ 国民年金課（内線258) 

9 平成 5年 3 月15日 

国保被保険者証を
更新して下さし、 

国民健康保険者証と、国民健康保険退職被保

険者証は、 3 月31日で有効期限ぎれとなります。 

4 月1 日より、病院等て靖今療を受けるとき、 

新しい保険証を提示しないと医療費を全額請求

されますので’、必ず’更新してください。 

更新の際は、現在使用している被保険者証を

ご持参ください。 

日程 

対 象 地 区 月 	日 曜
  

時 	間 	」 更新場所 

中 川 地 区 

梅 沢 地 区 

松 島 地 区 

七 和 地 区 

3月 
24日 

ク 

ク 

ク 

水 

ク 

ク 

ク 

午前 9時～正午 

午後1時～ 4時 

「 市役所 2階ロビ

梅 沢 支所

市役所 2階ロビ

ヒ 和 支所 

栄地区、湊団地 

み ど り 町 

長 橋 地 区 

飯 詰 地 区 

田町、栄町、蓮沼 

不魚住、元 町 

3月 
25日 

ク 

ク 

ク 

ク 

ク 

木
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

午前 9時～正午 

ク 

ク 

午後1後～ 4時 

l 

「 市役所階 

~ 長 橋 支 所 

I 飯 詰 支所 

「 市役所 2階ロビ 

毘沙門地区 

三 好 地 区 

鎌谷町、鳥森、下り枝

八重菊、一ッ谷、新町

柳町、岩木町Jl階町

本町、布屋町、弥生町 

3月 
26日 

ク 

ク 

り 

ク 

ク 

金
 
り
 
ク
 
ク
 
ケ
 
う
 

午前 9時～正午 

午後1時～ 4時 

午前 9時～ 4時 

毘沙門支所 

三 好 支 所 

市役所 2 階ロビー 

り 

ク 

ク 

東町、大町、旭町、雛田

敷島町、上平井町、錦町 

3月 
29日 

ク 

ク 

ク 

「
目『
 
ク
 
ク
 
ク
 

午前 9時～ 4時 

ク 

う 

市役所 2階ロビー 

ク 

ク 

ク 

中平井町、下平井町

幾世森、寺町、柏原町 

幾島町、末広町、新宮町

蘇鉄、芭蕉、小曲、松島町

新宮、長橋橋元、若葉 

3月 
30日 

ク 

ク 

火
 

ク
 
ク
 

午前 9時～ 4時 

ク 

市役所 2階ロビー 

ク 

ク 

期間中に更新できなか 

った人 

（支所地区を除く） 

3月 
31日 

＋
小
 

午前 9時～ 4 時 市役所 2階ロビー 

※各支所地区で更新できなかった人は 5 月 7 

日まで各支所で行います。 5 月10日」こI降は

市役所国保年金課でト更新します。 

駅東部第二地区土地区画整理
審議会委員の改選を行います

駅東部第二地区土地区 画整理審議会委員の任

期満了に伴う改選を、次により実施します。

1 .選挙期日

平成 5年 4月28日(水)

2 .選挙人名簿の縦覧の 日程及び実施場所

(1) 期間 3月23日伏)-4月 5日(月)

(2) 時 間午前 8時 30分 ~ 午後 4時 45分

(3) 場所市役所建設部都市計画課

3 .立候補の届出期間

4月 7日-4月15日(本)

4 .問い合わせ先

建設部郡市計画課区画整理係

官 (内線235)

五所川原おやこ劇場
く第28回合同例会〉

[>日時 31=125日(木) 1凶 Il午後 4時間演

2回 日 午後 7II~子開演

じ〉会場 五所川原市中央公民館

[>公演内容 むごん劇かんばにい

r;t.o仇イザ巧え」
[>入会方法 毎月 1人800円の会貨で年 41川、

すぐれた舞台を観ることができます。 .:hll:l

い合わせは、あ、気軽に事務局まで。

。五所川原おやこ劇場事務局 五所川原市本

町50-4東奥日報社 4F ft34-2170 

国民年金保険料、
納付はお済みですか

国民年金は、必ず迎える老後の生活安定並

びに病気やけがなどで障害の状態になった場

合の所得保障を目的としています。

平成 4年度国民年金保険料納付お済みにな

りましたか。まだ納付未納がありましたら 3}J 

末日までに納付されますよう、 ::f.:.願いします。

女問い合わせ 国民年金課(内線258)

9 平成 5年3月15日

国保被保険者証を
更新して下さい

国民健康保険者証と、国民健康保険退職被保

険省証は、 3月31日で有効期限ぎ、れとなります。

4月 1日 よ り 、 病 院 等 で 診 療 を 受 け る と き 、

新しい保険証を提示しないと医療費を全額訪求

されますので、必ず更新してください。

更新の際は、現花使用している被保険者証を

ご持参くださ ~'o

日平呈

士、!卑 J世灰 月日 1量 時 間 更新湯所

中川地区 3月
水 午前9時~正午 市役所2階ロビー

24日

梅沢地区 " " " 梅沢支所

松島地区 " φ 午後l時-4時 市役所2階ロビー

七和地区 " " " 七和支所

栄地区、湊団地 3月
本午前9時~正午 市役所2階ロピー25日

みどり町 " " " " 

長 崎 地 区 " " " 長編支所

飯詰地区 。 午後l後-4時 飯詰支所

田町、栄町、蓮沼 " " " 市役所2陪ロピー

不魚住、元町 " 告 4 " 

毘沙門地区 3月
金 午前9時~正午 毘沙門支所

26日

三好 地 区 " 。 午後l時-4時 三好支 所

鎌谷町、烏森、下り枝 " 。 午前9時-4時 市役所2階ロビー

八重菊、ーツ谷、新町 " 4 • " 

柳町、岩木町、川端町 4シ " " " 

本町、布屋町、弥生町 " " " " 

東町、大町、旭町、雛回 3月
月午前9時-4時 市役所2階ロビー29日

敷島町、上平井町、錦町 " " • " 

中平井町、下平井町 " " " " 

幾世森、寺町、柏原町 " " " " 

幾島町、末広町、新宮町
3月

火 午前9時-4B，'i 市役所2階ロビー30日
蘇鉄、芭蕉、小曲、松島町 " 。

" " 

新宮、長崎橋元、若葉 " " " " 

期間中に更新できなか

った人 3月 ホ 午前9時-4時 市役所2階ロビー
31日

(支R刷出区を除<) 

※各支所地区で更新できなかった人は 5月 7

日 ま で 各 支 所 で 行 い ま す。 5月10日以降は

市役所・国保年金課で更新します。
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ふるさと交流圏民センター 

どんちょう 

級帳試織作品を

―般公開します 

こしょがわら梅まつ‘) 
I目一 -Iぐ左肩可左,ーよーノ、目Hイ葺！ 
ジ1ぐ r万立司入ノ、；zくIitJIW 

五所川原短歌会 

レ日時 4 月18日（日）午前10時 

レ場所 コミュニティセンター長橋 

レ宿題 〔A〕 利子 〔B〕 空 〈ソラ〉 〈クウ〉 

（各1首） 

レ宿題の締fi刀 3 月19日（釣 

葉書にAB各1首と、参加の可否および電 

話番号、郵便番号、住所を措書でご記入のう 

え、お送りください。 

レ宿題の宛先 〒037 五所川原市松島町2-65 

小笠原俊亮（廿0173-35-1403) 

レ参加料 2,000円（昼食代および懇親会費を 

含む） 

レ表彰 市長賞」ノlユ下20イ立まで（出席者対象） 

レ後援 五所川原市 

ごしょがわら梅まつ‘) 

県下俳句大会開催 
五所川原俳句会 

4 月25日（日）午前10時 

コミュニティセンター長橋 

D募集 雑詠一句（はがきを使用） 

レ締切 4 月10日（土） 

レ投句先 五所川原市松島町4-22 松宮梗子宛 

レ表彰 市長賞ほか15位まて各 

レ参加料 1,000円 

レ後援 五所川原i市 

平成 5 年 3 月15日 10 

時

場
 

日
 
会
 

レ
レ
 

4月の保健センター相談日 

毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方のために、保健婦、看護婦、栄養士がご相談

に応じます。 ゆったりした気分でどうぞご利用

下さい。 

種 開設 日 内 	容 

母と子の相談日 

第 1・ 3 金曜日 
10 : OO-12 : 00 
13 : 0O-15 : 00 
（第 3 の午後は
予約相談です） 

乳児、幼児の発達相
談、育児の相談、お
母さんの悩みごと相
談、食事の相談など 

成人の相談日 

第 2・ 4 金曜日 
10: OO-12 : 00 
13: 00-15 : 00 
（第 4 の午後は
予約相談です） 

血圧の相談、食事の
相談、心身でご心配
なことなど 

予約相談は随時、電話で受け付けます。 

レ間い合わせ 保健環境課健康推進係 

（内線268・272) 

く募集＞ 

遠野料理と花巻史跡めぐり 

レ日 日寺 4 月18日（日） 

今コース 

五所川原中三デパート前発 6 : 30～鶴田～板 

柳～藤崎～花巻～水光園見学、遠野＊斗理～鍋 

倉城、柳翁記念館～高村光太郎記念館～宮沢 

賢治記念館～浪岡インター～板柳～五所川原 

中三デパート前着19: 30 
レ集合時間・場所 五所川原中三デパート前 

午前 6:30 
レ会 費 8,500円（拳挺里、見学半斗込み） 

レ申込み先 青森県歴史の道整備促進協議会 

事務局（廿O177-22-9O2O) 
レ申込み締切 4 月10日（土） 

レ申込み受イ寸時間 午前 8 時30分～午後 4 時30 
分まて各（日曜日、祝日除く） 

事業主のみなさんへ 

労働保険の申告・納付はお済みですか 

平成 4 年度確定・平成 5 年度概算保険半斗の申

告の時期がきました。 提出期限は 5 月17日です。 

早めにお近くの銀行又は郵便局等へ提出・納付一

して一下さい。 

又、申告・納イ寸が同時に出来ないときは、申

告書を最寄りの学働基準監督署又は、青森労働

基準局・県雇用保険課へ提出し納付についてご

相談下さい。 

申告書受け付け及び作成指導を次の日程で行

いますのでご利月丁下さい。 

＠五所川原 4 月22日（水） 10時～ 3 日寺 

五所川原公共職業安定所 

青森労働基準局・青森県雇用保険課 

ごしょがわら梅まつり

県下短歌大会開催
五所川原短歌会

4月の保健センター相談日
毎日の生活の中て¥育児、健康面でお悩みの

方のために、保健婦、看護婦、栄養士がご相談

に応じます。 ゆ ったりした気分でどうぞご利用

下さい。
4月18日旧)午前10時

コミュニティセンター長橋

(A) 利子 (B) 空 〈ソラ) (クウ〉

(各 1首)

t>宿題の締切 3月19日幽

葉書にAB各 1首と、参加の可否および電

話 番 号 、 郵 便 番 号 、 住 所 を 措 警 で ご 記 入 の う

え、お送りくださいo

b宿題の宛先 〒 037五所川原市松島町2-65

小 笠 原 俊 亮 (宮 0173-35-1403)

2，000円(昼食代および懇親会費を

含む)

市長賞以下20住まで

五所川原市

t>日時

仁〉場所

じ〉宿題種 JjIJ 開設口 内 容

第 1・3金曜日
乳児、幼児の発達相

10: 00-12: 00 
談、育児の相談、お

母と子の相談日 13: 00-15: 00 
母さんの悩みごと相

(第 3の午後は
談、食事の相談など

予約相談です)

第 2・4金曜日

10: 00-12: 00 血圧の相談、食事の

成人の相談日 13: 00-15: 00 相談、心身でご心配

(第 4の午後は なことなど

予約相談です)

(出席者対象)

t>参 加料

t>表彰

じ〉後援

予約相談は随時、電話で受け付 けますo

b問 い合わせ 保健環境課健 康推進係

(内線268・272)

ごしょがわら梅まつり

県下俳句大会開催
五所川原俳句会

く募集〉

遠野料理と花巻史跡めぐり

松宮梗子宛

じ〉 日 時 4月25日(日)午前10時

t>会場 コミュニティセンター長橋

t>募集 雑詠一句(はがきを使用)

t>締切 4月10日ω
t>投句先 五 所川原 市 松島町4-22

b表彰 市長賞ほか15位まで

じ〉参加 料 1，000円

t>後援 五所川原市
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t>日時

1>コース

五所川原中三 デ パート前発 6 : 30-鶴田~板

柳 ~藤崎~花巻 ~水光園見学、遠野料理~鍋

倉城、柳翁記念 館~高村 光太郎記念館~宮沢

賢治記念館~浪岡インター~板柳 ~五所川原

中三 デパート前着19: 30 

t>集合時間・場所 五所川原中三 デパート前

午前 6 : 30 

t>会費 8，500円(料理、見学料込み)

t>申込み先 青森県歴史の道整備促進協議会

事務局 (ft0177-22-9020)

t>申込み締切 4月10日ω
t>申込み受付時間 午前 8時30分 ~午後 4時30

分まで(日曜日、祝日除く)

4月18日(日)
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10 平成 5年 3月15日

事業主のみなさんヘ

労働保険の申告-納付はお済みですか
平成 4年度確定 ・平成 5年度概 算保険料の申

告の時期がきました。提出期 限は 5月17日です。

早め にお近くの銀行又は郵便局等へ提出 ・納付

して下さし」

又、申告・納付が同時に出来ないときは、申

告書を最寄りの学働 基準監督署又は、青森労働

基準局 ・県雇用保険課へ提出 し納付についてご

相談 下さい。

申告書受け付け 及び作成指導を次の日程で行

いま すのでご利 用下さい。

。五所川原 4月22日(水)10時 -3時

五所川原公共職 業安定所

青森労働 基準局 ・青森県雇用保険課



春の青少年健全育成運動 

(3月20日～4月10日》 

＊重点目標 

①青少年の非行防止と社会環塘争化 

の促進 

②心身の鍛練と明るい家庭づくりの 

促進 

③青少年の社会参加の促進 

※青少年を地域ぐるみで 

非行から守りましよう※ 

r届月弥生 

八，  市役所公35 2111 ,  

期 日 時 	間 場 	所 

3 月31日 

（水） 

午前10時から
正午まで 

市役所 
おまっり広場 

午後1時から 

午後 4時まで 

みどり町 
コミュニテイセンター 
さかえ駐車場 

（赤十字奉仕団栄分団協賛） 

ポリオ（小児マヒ）ワクチン接種 
＞対象 生後 3 カ月～48カ月までの乳幼児。 

レ場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1日寺～ 1時30分 

レ受付時間 6週間以上の間隔で 4 月と 5 月に 

2回受けてください。（尚、昨年1回のみ接種

の人は、 4 月か 5 月のいずれかの接種日に 2 

回目を受けてくださいJ 

※注意事項 ①下痢している子、熱のある子、 

他の予防接種を受けて1 カ月たっていないお

子さんは接種できません。 

②必ず熱を計って問診票を記入し、母子健

康手帳といっしょに持ってきてください。 

（③お子さんの健康状態を良く知っている方

がお連れください。 

⑥地区別日程 

地区別 1 回 目 2 回 目 

五小学区 

七和地区 
4 月 8 日困 5 月21日国 

梅沢地区 

栄 地 区 

長橋地区 

4 月 9 日国 5 月26日困 

み ど り 町 

飯詰地区 

毘沙門地区 

4 月14日困 5 月27日困 

松島地区 

松 島 町 

三好地区 

4 月16日固 5 月28日団 

H一
n
  

南中
 
学

地
 
区
区
 

 

4 月21日困 6 月 1日因 

11 平成 5年 3月15日  

乳幼児の 

すくすく健診 ’乞oロ 
レ場所 ,市保健センター（新町バス停前 働く

婦人の家） 

レ時間 受付 12: 30から 

1建診 13 : 00から15: 00まて各の予定 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3歳児には個人通知いたします。 同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参

ください。 

※注意 ① 3 カ月健診に来れなかった方は、神

経芽細胞腫（小児がん）の検査セッ トを、母

子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にも

らいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染」生の病気）のお子

さんはご遠慮ください。 

②不明な点は、保健環境課にお間い合わせ

ください。 

月 	齢 対象児 期 	日 主 な 内 容 

3カ月児 
H4年 
12月生まれ 

H5年 
4 月13日因 

小児科診察、神経芽細胞 
腫セット配布、育児情報交換等 

6力月児 
H4年 
9月生まれ 

4月20日因 
離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳児 
H4年 
3月生まれ 

4 月26日（月） 
育児情報交換 
発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H3年 
3 月生まれ 

4月27日因 
小児科、歯科診察 
丈夫な歯と顎になるためのお話 

3 歳児 
H元年 
10月生まれ 

4 月15日困 
小児科・歯科診察、尿検査
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健セン

ター “母と子の木目談日（第1・3 金曜日）” へど

うぞ。 

~ 

弥生
• 
• 
• 
• 

市役所岱35-2官官咽

画面記
期 日 日寺 間 士揚 所

午前10時から 市役所
正午まで おまつり広場

3月31日
みどり町

(水) 午後 l時から コミュニティセンター

午後 4時まで さかえ駐車場
(赤十字奉仕団栄分団協賛)

ポリオ(小児マヒ)ワクチン接種
t>対象 生後 3ヵ月 -48ヵ月までの乳幼児。

t>場所市保健セ ンター

t>受付時間 午後 1時 - 1時30分

t>受付時間 6週間以上の間隔で 4月と 5月に

2回受 けてください。(尚、昨年 1回のみ接種

の人は、 4月か 5月の いずれかの接種目に 2

回目を受けてください。)

※注意事項 ①下痢している子、熱のある子、

他の予防接種を受けて 1ヵ月た っていないお

子さんは接種できません。

② 必ず熱を計って問診票を記入し、母子健

康手帳といっ しょに持ってきてください。

③お子さんの健康状態を良く知っている方

がお連れください。

。地区別日程

地区別 1 回目 2 回目

五小学区
4月 8日(木) 5月21日幽

七和地区

梅沢地区
栄 地 区 4月 9日(釦 5月26日(水)

長橋 地区

みどり町

飯詰地区 4月14日(ホ) 5月27日(木)

毘沙門地区

松島 地 区

松 島 開T 4月16日幽 5月28日幽

三 好地区

南小学 区
4月21日ω。6月 1日伏)

中 川地 区

11 平成 5年3月15日

乳幼児の 堂。Gすくすく健診
t>場所市保健セ ン タ ー (新町バス停前働く

婦人の家)

t>時間 受付 12: 30から

健診 13: 00から 15: 00までの予定

t>持参するもの 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児には個 人 通知いたします。同封のア ン

ケー卜に記入して、尿を小ピンに入れて持参

くださ ¥"0

※注意 ① 3ヵ月健診に来れなかった方は、神

経芽細胞腫(小児がん)の検査セットを、母

子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にも

らいにきてく だ さ い。

②病気療養中(特に伝染性の病気)のお子

さんはご遠慮 ください。

②不明 な 点 は、保健環境課にお問い合わせ

くださ しミ。

月 脅告 対象児 期 日 主な内容

3ヵ月児
H4年 H5年 小児科診察、神経芽細胞

12月生まれ 4月13日伏) 腫セット配布、育児情報交換等

6ヵ月児
H4年

4月20日ω 雄乳食の試食

9月生まれ 発途中日談等

1歳 児
H4年

4月26日(月)
育児情報交換

3月生まれ 発達相談等

1 j歳 H 3年 小児科、歯科診察

6ヵ月児 3月生まれ
4月27日伏)

丈夫な歯と顎になるためのお話

3歳 児
H元年

4月15日(本)
小児科・歯科診察、尿検査

10月生まれ 視聴覚検査等

乳幼児の発達や育児、悩み ごとは、保健セン

ター“母と子の相談日 (第 1 ・3金曜日)"へど

うぞ。

春の青少年健全育成運動

(3月20日.....，4月10日〉

*重点目標

① 青少年の非行防止と社会環境、争化

の促進

② 心身の鍛練と明るい家庭づくり の

促進

③ 青少年の社会参加の促進

※青少年を地域ぐるみで

非行から守りましょう※
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他に、●ハチの巣駆除●刃物研ぎ●鋸目立て 
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事
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へ
 

※
こ
ん
な
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事
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い
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す
0
 

●襖・障子はり ●家事手伝い 

●植木造園 ●事務処理・
その他 

●修繕・修理 

●―般作業 

「
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」
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ル
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ー
人
材
セ
ン
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ー
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集
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と
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う
方
)
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員
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格
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マ
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介護の講習を受けるセンターのみなさん

現
在
、
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る
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は
、
三
月
三
十
一
日
で
、
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更
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。
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き
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方
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と
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(
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で
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こ
れ
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を
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さ
れ
る
方
、
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事
の
注
文
を
し
た
い
方
、
共
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、
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シ
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ー
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祉
事
務
所
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F
E
三
四
|
八
八
四
四
)

※
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

-襖・障子はり-家事手伝い-一般作業

-事務処理・
そのイ也

-修繕・修理

-ハチの巣駆除・刃物研ぎ・鋸目立て他に、

12 平成5年3月15日
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